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はじめに
　当病棟は、急性期で入院する患者が中心であり突然の受
傷や生命への危機感を強く感じ不安を抱えていると考え
られる。また、外国人の患者が入院することもあり、受傷
や生命への不安に加え言葉の通じない1貸本で医療を受け
ることに対する不安や言葉の相違から患者とのコミュニ
ケーションが不足となりさらに複雑な心理状態と考えら
れる。
　我々医療従事者も慣れない外国人に支援をすることに
不安を感じ、安心感の得られる支援ができているのか疑
問・不安に感じることがある。
　当病棟の看護師に行ったアンケートでも「言葉が通じな
いため訴えが理解できず病状の把握ができない」、「ジェス
チャーでやっとコミュニケーションがはかれる」という意
見が大多数を占め、病棟全体が不安を抱えたまま外国人を
受け入れてきた現状があった。
　先行文献において、大塚らは「外国の方にとって病院は
自分の健康を回復できる唯一の拠り所であるが、言語・医
療システムの相違などで困難に突き当たることもある。一
方、病院側でも彼らに安心で安全な医療を提供したいと望
んでいるが時としてすれ違いが生じることがある。」と報
告している1）。先行研究では外国人患者に対する言葉のケ
アやスムーズな診察の工夫、緊急入院時の患者心理につい
ての研究は報告されているが外国人入院患者本人の体験
にもとづいた評価を行った研究は数少ない。
　我々は実際に異国である日本で入院となった外国人患
者の実際の声や体験を聞くことで、患者の心理状態を知り
たいと感じた。
　実際に入院となった外国人患者の声より、本人の体験そ
のものに焦点をあて、入院時の不安の内容を明確化し今後
の外国人入院患者に対し心理的側面に配慮した関わりに
役立てていきたいと考え研究テーマとした。
1．研究方法
1．研究デザイン：1事例に対するインタビュー
患者紹介
（1）患者氏名：W氏・57代・男性
（2）診断名：脳幹梗塞
（3）入院期間：平成21年1月1日～平成21年1月15日
（4）入院までの経過：サンフランシスコから台湾の実家に
帰省途中の飛行機内で麻痺症状が出現し千歳空港に緊急
着陸、当院に救急搬送となる。入院後は点滴治療で症状も
回復し退院される。
（5）社会的背景：国籍アメリカ。日本国内に姉が住んでお
り今回の入院のキー一一パー一一ソンとなっている。
日本語は使用できないが漢字が少し理解できる。
2．調査期間：2009年4月～2009年11，月の8ヶ月間
3．データーの収集方法
（1）インタビュー
　実際に入院となった外国人患者W氏に研究の承諾を得
てインターネットメールによるインタビューを実施した。
また、研究者の氏名・連絡先を知らせ問い合わせにはいつ
でも対応できるようにした。
（2）医療記録調査
　医療記録・看護記録より情報を抽出し、入院中の患者の
状態や看護師との関わりについて把握をした。
4．データーの分析方法
　入院時の不安について質問、その答えを結果として分析し、
さらに詳しい質問で不安の内容の把握を行った。
5．倫理的配慮
　研究の主旨を対象患者に説明し承諾の下研究を行った。研
究を行う際、参加は自由意志であり研究以外には情報を使
用しない事、研究の参加を断った場合でも不利益を被るこ
とはないなど．ﾏ理的配慮事項をインターネットメールに
記載し同意を得た。
H．結果
　W氏にインタビューを行う際、「はい」「いいえ」の回
答ではなく、「入一時に一番不安だったことは何か？」と
いうように回答を自由記述方式の質問とした。
　「入院時に一番不安だったことは何か？」の問いに対し、
「家族と連絡が取れないことに不安を感じた」という回答
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があった。また、入院時経済的問題はなかったが医療費の
支払いについて不安があり、退院後に保険会社（アメリカ）
へ医療費の請求をしたところ入院中のカルテが必要と説
明され病院ヘカルテを求めたが入手困難で現在まで入院
費の還付までには至っていない（約10ヶ月経過）という
回答が得られた。
　「言語についての不安はなかったか？」の問いに対して
は「医師の話す英語・看護師のジェスチャーやキーワード、
絵、漢字の使用により部分的に理解でき日常生活に不自由
はなかった」という回答が得られた。
IH．考察
　一般的に緊急入院の患者は心理的危機状況、不慣れな病
院環境への不安、日常生活の変化、経済的負担の不安など
抱えている。外国人患者はそれに加え言語の相違・医療シ
ステムの相違による不安や異国で入院となった孤独感が
あると考えられる。
　我々医療従事者は、患者が何かしらの不安を抱えている
と感じながらも、現場では患者の治療や処置が優先されて
しまいがちである。
　山勢は「突発的な出来事や急性の疾患で重症となった患
者は、その危機的状況から脱するまでに様々な心理的対処
を働かせていく。そのプロセスは、心理的平衡状態を保と
うとする適応への対処であり、ある一定の段階を経ていく。」
と述べている2）。また、小林は「意識がないような緊急の
場合には生命保持のため、まずなすべきことは決まってい
るので意思の疎通はむしろ問題にならない。問題になるの
は意識がある場合である。」と述べている3）。このように、
患者は入院に適応し現状が受容できたときに新たなスト
レスを体験する。この時、心理的変化も複雑であり、外国
人患者にとって周りが日本人だらけなので他者と比較し
て不安感や孤独感がさらに強くなると考えられる。
　踏み込んだ看護ケアをする際、専門用語・痛みなどの訴
え、細やかな心情は、これらは日本語での表現に勝るもの
はなく、我々医療従事者は言語の相違に対する不安が強い
と考えていた。だがコミュニケーションには言語的コミュ
ニケーションの他、非言語的コミュニケー一一ション（ジェス
チャー、サインまた視覚によるコミュニケーション）も効
果的であると考えられる。今回、私達は、言語が日常生活
や医療行為に影響力のあるものだと考えていたが患者本
人へ行ったインタビューの回答から看護師が抱く不安ほ
ど患者は言語に対する不安を感じていないと感じられた。
　また、システムが不明確で対応に時間を要すると、不安
をさらに助長させると考えられるため説明を細やかにす
ることで不安の軽減・安心感・信頼感を得ることができる
と思われる。
　言語の相違だけでなく、患者が現在どのような不安や疑
問を抱いているのか確認し相手の気持ちを十分に理解し
必要な情報を伝えていく必要があると考えられる。
IV．結論
　外国人患者が入院となった時は、通常の緊急入院と同様
に不安感や緊張感が強く言語の相違に伴う不安に加え異
国で入院となった孤独感、医療システムの相違や経済的不
安を抱えている。不安が生じた場合、どこの誰に伝え知り
たいことや分からないことはどうすればいいかを早期に
具体的に提示することが必要である。
　また、我々医療従事者も言語の相違に焦点を合わせがち
だが、言語の相違にばかりこだわってしまうと患者本人の
持つ本来の不安が見えなくなってしまう。不安は言語の相
違だけではないという体験を意識的に振り返り実践能力
を高めていく必要がある。
V．おわりに
　このインタビューを行ったことで外国人患者が入院とな
ったとき、我々医療従事者は言語の相違を焦点としてしま
い、患者が抱く言語以外の不安を見逃すことが多いと感じ
た。
　コミュニケーションとは言語的コミュニケーションだけ
でなく非言語的コミュニケーションも効果的であり、言語
の相違があってもコミュニケーションは可能である。
　今回はインターネットメール使用によるインタビューで
あったため、時間経過にともない入院中の詳細な思いや不
安をよりほり下げて把握することができず、日本語の表現
ほど細やかな心情まで感じ取ることができなかった。
　今後は今回の症例をいかし外国人患者が安心できる援助
をめざしてしていきたい。
謝辞
　この研究にあたり助言・協力してくださいましたスタソ
フの皆様そしてインタビューに協力して頂いたW氏に心
から深く感謝いたします。
引用文献
1）　大塚武史他：増加しつつある外国人患者様の現状と問
　　題点，およびその対策についての検討，博慈会記念総合
　　病院，172－173，2007．
2）
3）
山勢博彰：危機的患者の心理的対処プロセス，看護
研28巻6号，13－23，1995．
小林米幸：Q＆A外国人患者への対応，エマー一一ジェンシ
ーナーシング，60・65，2002．
参考文献
1）
2）
3）
大谷五十鈴・金城利雄：障害受容の心理過程，ナース
アイ，11巻6号，33，1998．
大塚久美子他：救急病棟に入院した患者の心理を知る，
第7回日本救急看護学会学術集会プログラム抄録集，
第7巻1号，2005．
大場由香・村井嘉子：心臓外科手術を受けた患者家族
への主観的体験に関する研究ハートナーシング9，第
17巻9号，57－64，2004．
市立千歳市民病院医誌　第6巻　第1号　（2010）　53
4）川上千普美・松岡緑：救急患者の家族のニーズとニー
　　ズに対する看護実践度の比較，第7号，41－50，2006．
5）櫻井美和・横堀恵他：外国人患者のよりスムーズな診　　7）
　　察の工夫・他国語問診票の作成・活用を試みて
6）　清水恵他：HIV告知後危機に直面した患者の看護一チ
ーム医療による介入，第31回日本看護協会論文集成
人看護H，21・23，2000．
杉本照子：心理・社会的問題をもつ患者への援助，第
1版第1刷，株式会社医学書院，1997
